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インベスコ 世界グリーンボンド・ 
ファンド＜為替ヘッジあり＞ 

 追加型投信／内外／債券 
 

 

 

運用報告書（全体版） 

 

第１期 

(決算日 2022年11月14日) 

 

受益者の皆さまへ 
 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて「インベスコ 世界グリーンボンド・ファンド＜為

替ヘッジあり＞」は、2022年11月14日に第１期の決算を行

いました。ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 
＊当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 
信 託 期 間 2031年11月14日まで 

運 用 方 針 

・ 先進国の通貨建て（日本円を除きます。）
のグリーンボンドを実質的な主要投資対
象とし、投資信託財産の着実な成長と安
定した収益の確保を図ることを目標とし
て運用を行います。 

・ 実質外貨建資産については、原則として、
対円での為替ヘッジを行うことにより、
為替変動リスクの低減を図ることを基本
とします。 

主要運用対象 

イ ン ベ ス コ 
世 界 グ リ ー ン ボ ン ド ・ 
ファンド＜為替ヘッジあり＞ 

「インベスコ 世界グ
リーンボンド マザー
ファンド」受益証券を主要
投資対象とします。 

イ ン ベ ス コ 
世界グリーンボンド 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

先進国の通貨建て（日本円
を除く）のグリーンボンド
を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

イ ン ベ ス コ 
世 界 グ リ ー ン ボ ン ド ・ 
ファンド＜為替ヘッジあり＞ 

・ 株式への実質投資割合
は、投資信託財産の純資
産総額の10％以下とし
ます。 

・ 外貨建資産への実質投
資割合には制限を設け
ません。 

・ デリバティブ取引の利
用は、ヘッジ目的に限定
します。 

イ ン ベ ス コ 
世界グリーンボンド 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

・ 株式への投資割合は、投
資信託財産の純資産総
額の10％以下とします。 

・ 外貨建資産への投資割合
には制限を設けません。 

・ デリバティブ取引の利
用は、ヘッジ目的に限定
します。 

分 配 方 針 

年１回の毎決算時（原則として11月14日。同
日が休業日の場合は翌営業日）に委託会社
が、基準価額水準、市況動向、残存信託期間
等を勘案して分配を行います。ただし、委託
会社の判断により分配を行わないことがあ
ります。 
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－ 1 － 

インベスコ 世界グリーンボンド・ファンド＜為替ヘッジあり＞

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

Bloomberg MSCI Global Green 
Bond Index（円ヘッジ・ベース） 債   券 

組 入 比 率 
純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

2021年11月15日 10,000 － － 10,000 － － 290 

１期(2022年11月14日) 7,948 0 △20.5 8,075 △19.2 93.7 474 
 

（注） 基準価額は１万口当たりです。 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 当ファンドはベンチマークを定めていないため、参考指数としてBloomberg MSCI Global Green Bond Index（円ヘッジ・ベース）を掲

載しています。当該参考指数は、Bloomberg MSCI Global Green Bond Index（円ヘッジ指数）をもとに、当社が独自に指数化したもの

です。以下同じです。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れていますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

Bloomberg MSCI Global Green 
Bond Index（円ヘッジ・ベース） 債   券 

組 入 比 率 
 騰 落 率 （ 参 考 指 数 ） 騰 落 率 

(設定日) 円 ％  ％ ％ 

2021年11月15日 10,000 － 10,000 － － 

11月末 9,934 △ 0.7 10,003 0.0 98.7 

12月末 9,927 △ 0.7 9,924 △ 0.8 98.2 

2022年１月末 9,692 △ 3.1 9,789 △ 2.1 97.6 

２月末 9,365 △ 6.4 9,479 △ 5.2 97.9 

３月末 9,163 △ 8.4 9,200 △ 8.0 104.1 

４月末 8,820 △11.8 8,988 △10.1 101.9 

５月末 8,738 △12.6 8,827 △11.7 98.5 

６月末 8,402 △16.0 8,453 △15.5 104.1 

７月末 8,669 △13.3 8,861 △11.4 97.1 

８月末 8,436 △15.6 8,448 △15.5 98.9 

９月末 7,931 △20.7 8,014 △19.9 104.8 

10月末 7,847 △21.5 8,046 △19.5 101.5 

(期  末)      

2022年11月14日 7,948 △20.5 8,075 △19.2 93.7 
 

（注） 基準価額は１万口当たりです。 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 騰落率は設定日比です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れていますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
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インベスコ 世界グリーンボンド・ファンド＜為替ヘッジあり＞

○運用経過  

 期中の基準価額等の推移 (2021年11月15日～2022年11月14日)

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） Bloomberg MSCI Global Green Bond Index（円ヘッジ・ベース）は、設定時の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） Bloomberg MSCI Global Green Bond Index（円ヘッジ・ベース）は、参考指数です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

［上昇要因］ 

・先進国の通貨建て（日本円を除きます。）のグリーンボンドを実質的な主要投資対象とし、取得

時において投資適格以上の信用格付を有するグリーンボンドに投資を行うとともに、ポートフォ

リオ全体の平均格付は原則として投資適格以上とすることを基本とした運用を行った結果、保有

する債券からのインカムゲイン（利息収入）が、基準価額の上昇要因となりました。 
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インベスコ 世界グリーンボンド・ファンド＜為替ヘッジあり＞

［下落要因］ 

・インフレが高止まりしていることを受け、米連邦準備理事会（ＦＲＢ）や欧州中央銀行（ＥＣＢ）

が積極的な利上げを継続し、債券利回りが上昇（債券価格は下落）したことが、基準価額の下落

要因となりました。 

・実質外貨建資産について対円での為替ヘッジを行ったため、為替ヘッジコストがかかったことが

基準価額の下落要因となりました。 

 

 投資環境 
 

  
≪債券市場≫ 

当期間中、主要国の国債利回りは上昇しました。①2022年２月末に、ロシアがウクライナに軍事

侵攻を開始した影響により、エネルギー価格を中心にインフレが高進したこと、②３月にＦＲＢが

政策金利の利上げを開始し、その後６会合連続で利上げを行ったこと、③７月にはＥＣＢが利上げ

を開始し、その後３会合連続で利上げを行ったこと―などから各国の国債利回りは上昇しました。 

主要国の10年国債利回りの推移を見ると、期初、利回りは低下傾向で推移したものの、中盤にか

けてはＦＲＢが３月の利上げ開始を示唆したこと、パウエルＦＲＢ議長が金融引き締めに積極的な

姿勢を示したことなどから、米国10 年国債利回りが大きく上昇しました。中盤以降は、ＦＲＢが

大幅な利上げを継続したこと、ＥＣＢが７月に利上げを開始したことなどを背景に、主要国の国債

利回りは上昇基調で推移しました。期末にかけては、ＦＲＢが４会合連続で0.75％の利上げを行っ

たこと、ＥＣＢも２会合連続で0.75％の利上げを行ったことなどを受け、主要国の国債利回りは続

騰する展開で期末を迎えました。 

グリーンボンド市場は、投資対象国のベース金利が上昇したことなどに伴い、大きく下落する展

開となりました。 

 

≪為替市場≫ 

当期間中、米ドルは対円で上昇しました。ＦＲＢが2022年３月に利上げを開始し、その後積極的

な利上げを継続した一方で、日銀は金融緩和政策を維持し、日米金利差が拡大したことなどを背景

に、大幅な米ドル高/円安が進行しました。ユーロは対円で上昇しました。ＥＣＢが７月から大幅

な利上げを開始し、対円でユーロが買われやすい展開となりました。 
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インベスコ 世界グリーンボンド・ファンド＜為替ヘッジあり＞

 当ファンドのポートフォリオ 
 
主としてインベスコ 世界グリーンボンド マザーファンド（以下、マザーファンドといいます。）

に投資を行い、マザーファンドを通じて先進国の通貨建て（日本円を除きます。）のグリーンボン

ドに投資しました。実質外貨建資産については、対円で為替ヘッジを行うことにより、為替変動リ

スクの低減を図りました。 

 

マザーファンドでは、取得時において投資適格以上の信用格付を有するグリーンボンドに投資を

行うとともに、ポートフォリオ全体の平均格付は原則として投資適格以上とすることを基本として

ポートフォリオを構築しました。具体的には、資産配分については社債をほぼ全ての投資対象とし

ました。国別では米国、カナダなどを高めの組入比率とし、通貨別では米ドル、ユーロなどを高め

の組入比率としました。 

 

 当ファンドのベンチマークとの差異 
 
当期の基準価額騰落率は△20.5％と

なり、参考指数であるBloomberg MSCI 

Global Green Bond Index（円ヘッジ・

ベース）の騰落率△19.2％を下回る結

果となりました。 

 

［プラス要因］ 

・参考指数対比でデュレーションを短

めにしていたことがプラスに寄与し

ました。 

・テクノロジーセクターなどにおける

銘柄選択がプラスに寄与しました。 

 

［マイナス要因］ 

・相対的に軟調だったオフィスＲＥＩＴや住宅セクターの配分を参考指数よりも高い配分とした

ことなどがマイナスに影響しました。 

・電力セクターなどにおける銘柄選択がマイナスに影響しました。 

 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） Bloomberg MSCI Global Green Bond Index（円ヘッジ・ベース）は、参考指

数です。 



品 名：90018_142103_001_05_インベスコ 世界グリーンボンド・ファンド＜為替ヘッジあり＞_941769.docx 

日 時：2022/12/26 15:07:00 

ページ：5 

 

－ 5 － 

インベスコ 世界グリーンボンド・ファンド＜為替ヘッジあり＞

 分配金 
 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向および残存信託期間などを勘案し、当期は

見送りとさせていただきました。収益分配金に充てなかった収益につきましては、信託財産に留保

して元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第１期 

2021年11月15日～ 
2022年11月14日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 152  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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インベスコ 世界グリーンボンド・ファンド＜為替ヘッジあり＞

○今後の運用方針 

主としてマザーファンドに投資を行い、マザーファンドを通じて先進国の通貨建て（日本円を除

きます。）のグリーンボンドに投資します。実質外貨建資産への投資に当たっては、原則として対

円での為替ヘッジを行うことにより、為替変動リスクの低減を図ります。 

マザーファンドでは、取得時において投資適格以上の信用格付を有するグリーンボンドに投資

を行うとともに、ポートフォリオ全体の平均格付は原則として投資適格以上とすることを基本と

します。 

世界的な環境意識の高まりや、ＥＳＧ投資の高まりを背景にグリーンボンドに対する投資家の旺

盛な需要と企業によるグリーンボンドの新規発行は今後も継続する考えています。足元では、年内

はＦＲＢ、ＥＣＢとも積極的な利上げを継続する可能性があり、今後も利上げペースや利上げ幅に

対する思惑が、金融市場の主たる変動要因になると思われます。一方、マクロ経済動向、企業業績

などは比較的堅調に推移しているため、利上げによる実体経済へのマイナスの影響が注目されてい

ます。債券市場では、地政学リスクに加え、各国中央銀行による金融政策正常化の動きが注目され

ていますが、各国中央銀行が金融引き締めを進めているのは、インフレを抑制し、健全な経済成長

を促す金融政策の一環と考えられること、また家計と企業のバランスシ－トは健全なため、金融面

からの景気腰折れの可能性は低いと考えております。 

為替市場では、ＦＲＢが積極的な利上げを進める一方で、日銀は金融緩和政策を維持すると表明

しており、今後も日米金利差が拡大することが想定されます。加えて、ウクライナ紛争などが依然

として地政学リスクとして認識されていることから、米ドルが買われやすい地合いは続くと考えら

れます。ユーロに関しても、日欧金利差が拡大していることなどから、ユーロが強含む展開が続く

と考えられます。 

ファンドの運用では、トップダウンのマクロ経済分析とボトムアップの個別銘柄分析に基づき、

投資銘柄の信用力、流動性に注意を払いつつ、長期で安定した利回りの確保を目指します。 
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インベスコ 世界グリーンボンド・ファンド＜為替ヘッジあり＞

○１万口当たりの費用明細 (2021年11月15日～2022年11月14日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 81  0.913  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (39)  (0.440)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (39)  (0.440)  購入後の情報提供、運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管 
理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.033)  ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.001   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.001)   

（c） そ の 他 費 用 11   0.129   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 2)  (0.019)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 6)  (0.063)  監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 4)  (0.046)  印刷費用は、目論見書や運用報告書等の法定書類の作成・印刷に要する費用 
等 

 合 計 92   1.043    

期中の平均基準価額は、8,910円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数点以下第４位を四捨五入してあります。 
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インベスコ 世界グリーンボンド・ファンド＜為替ヘッジあり＞

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.04％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年11月15日～2022年11月14日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
インベスコ 世界グリーンボンド マザーファンド 689,425 686,240 223,584 222,053 

 
（注） 単位未満は切捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年11月15日～2022年11月14日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年11月14日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

インベスコ 世界グリーンボンド マザーファンド 465,840 454,334 
 
（注） 単位未満は切捨てています。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年11月14日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

インベスコ 世界グリーンボンド マザーファンド 454,334 95.2 

コール・ローン等、その他 22,839 4.8 

投資信託財産総額 477,173 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切捨てています。 

（注） インベスコ 世界グリーンボンド マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（2,112,966千円）の投資信託財産総額

（2,125,028千円）に対する比率は99.4％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、2022年11月14日における邦貨

換算レートは、1米ドル=139.60円、1カナダドル=105.25円、1ユーロ=144.16円、1英ポンド=164.66円、1オーストラリアドル=93.48円です。
 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年11月14日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 920,837,883   

 インベスコ 世界グリーンボンド マザーファンド(評価額) 454,334,689   

 未収入金 466,503,194   

(B) 負債 446,443,129   

 未払金 443,672,766   

 未払信託報酬 2,472,578   

 その他未払費用 297,785   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 474,394,754   

 元本 596,905,726   

 次期繰越損益金 △122,510,972   

(D) 受益権総口数 596,905,726口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,948円 
 
＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

１．設定元本額 290,075,547円

期中追加設定元本額 393,729,497円

期中一部解約元本額 86,899,318円

２．元本の欠損 

貸借対照表上の純資産が元本総額を下回っており、その差額は

122,510,972円です。 
 

○損益の状況 (2021年11月15日～2022年11月14日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △114,146,906   

 売買益 41,490,731   

 売買損 △155,637,637   

(B) 信託報酬等 △  5,868,173   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △120,015,079   

(D) 追加信託差損益金 △  2,495,893   

 (売買損益相当額) (△  2,495,893)  

(E) 計(Ｃ＋Ｄ) △122,510,972   

(F) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｅ＋Ｆ) △122,510,972   

 追加信託差損益金 △  2,495,893   

 (配当等相当額) (      374,098)  

 (売買損益相当額) (△  2,869,991)  

 分配準備積立金 8,737,003   

 繰越損益金 △128,752,082   
 

（注） (A)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (D)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） 収益分配金の計算過程は以下の通りです。 

計算期間末における費用控除後の配当等収益（8,737,003円）、

費用控除後の有価証券売買等損益（0円）、信託約款に規定する

収益調整金（374,098円）および分配準備積立金（0円）より分

配対象収益は9,111,101円（１万口当たり152円）となりました

が、基準価額水準、市況動向等を勘案し、当期の分配を見合わ

せました。 
 

 

○分配金のお知らせ  

 当期の収益分配は見送らせていただきました。 
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